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図 光沢知覚と明るさ知覚のフラッシュラグ効果の

大きさを比較し、時間処理の差異を検出 
○研究の背景と目的 
人間は多様な質感の知覚を通して、物体の表面や内

部構造など多様な情報を得ています。しかし，質感

とは何か，どのような知覚／認識を質感に含めるか

については共通の認識はありません。質感が主観的

には明暗などの初期視覚特徴と異なる知覚といえる

でしょうが，それを明確に示す客観的な根拠は十分

とは言えません。質感処理が初期視覚処理の結果に

基づくとして，初期視覚処理と質感処理を分離する

ことは質感の脳処理を考える上で本質的な問題です。

本研究では，フラッシュラグ効果を利用し、初期視

覚特徴と質感関連特徴を分離する方法を開発し，質

感の処理レベルについて明らかにすることを目的と

します。 
○これまでに得られた成果 

被験者に質感が連続的に変化する動画を見せ、途中

で赤枠を短時間呈示すると、赤枠と同時に見えた画

像は、実際より時間的に進んだタイミングで呈示さ

れた画像が知覚されます。その原因として、フラッ

シュした赤枠に対する処理時間と画像の処理時間に

違いがあるからと考えることができます。この考え

では、フラッシュ刺激の処理が遅れﾚ手いることにな

るので、この現象はフラッシュラグ効果と呼ばれま

す。フラッシュラグ効果を測定することで、処理時

間の違いがわかるのであれば、光沢に注目した場合

と明るさに注目した場合では、フラッシュラグ効果

が異なる可能性があります。その違いから、両者の

処理における時間特性の違いを知ることができ、脳

内での処理の順序などについても検討することがで

きるはずです。 
 実験結果は、予想通りに、光沢と明るさでは、異

なる効果量示しました。時間変化する画像を利用す

ることで、同じ画像に対する異なる知覚、光沢と明

るさ（一般的には質感処理と提示視覚処理）を別々

に調べることができることを意味します。この事実

に基づき、信号処理にとって重要な物理特性である、

時間周波数特性の比較も開始しています。 
 時間周波数特性に関しては、脳波を利用した検討

を計画しているため、そのための基礎研究でもある、

定常状態視覚誘発電位による視覚特性の検討も続け

ている。特に注意の空間特性では、初期の視覚処理

と高次の視覚処理に大きな違いがあることを示した。 
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